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研究成果の概要（和文）：研究１ではバーチャルリアリティ（VR）を用いて感覚過敏の学生が快・不快に感じる
壁の色と模様の特徴を分析し、感覚過敏の学生では快・不快に感じる色と模様の個人差が大きいことを示した。
この知見は大学内の感覚過敏学生用休憩室のデザインに役立てられている。また、水玉模様に対する不快感を瞳
孔径で定量的に評価し、不快感が嫌悪によるものであることを示した。研究２では水中の気泡の動きが感覚過敏
者の不快感や疲労感が和らげることが知られていることから、気泡の動きをパソコン画面上で再現し、感覚過敏
の学生および感覚過敏のない学生を対象に、最も心地よく感じる動きを特定するための実験を行い、体内時計と
の関連性を示した。

研究成果の概要（英文）：In Study 1, we did an virtual reality (VR) experiment to analyze the 
characteristics of wall colors and patterns that are perceived as pleasant or unpleasant by students
 with sensory hypersensitivity. The results showed large individual differences in the colors and 
patterns perceived as pleasant or unpleasant by students with sensory hypersensitivity. The findings
 were applied to the design of a resting room for students with sensory hypersensitivity on campus. 
In addition, discomfort with dot patterns was quantitatively evaluated by pupil diameter. The 
results showed that discomfort was due to disgust. In Study 2, since it is known that the movement 
of air bubbles in water relieves discomfort and fatigue in hypersensitive people, we reproduced the 
movement of air bubbles on a computer screen and conducted an experiment to identify the most 
comfortable movement for students with and without hypersensitivity. The results showed the 
relationship with the body clock.

研究分野：デザイン学、実験心理学、感性工学

キーワード： 感覚過敏　視覚的パターン　プロダクトデザイン　空間デザイン　感覚ダイバーシティ　体内時計　内
受容感覚
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって感覚過敏の人々に快・不快を引き起こす刺激には大きな個人差があることが明らかになった。こ
の結果は、感覚過敏の人々が快適に過ごすための環境をデザインするためには、ユーザーごとのカスタマイゼー
ションなど、個人差を調整する仕組みが必要であることを示している。また、水玉模様や顔、医薬品パッケージ
等を用いた様々な心理実験によって敏感さの背後には感覚的要因のみならず、専門知識やステレオタイプといっ
たトップダウン的な要因も影響していることを示した。さらに、水玉模様に対する不快感が恐怖ではなく嫌悪に
よるものであることを示すことによって、模様の「嫌悪によるデザイン」への応用可能性を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
感覚機能の低下に関する研究はデザイン・心理学・医学のいずれの分野でも盛んに行われてい
るものの、感覚過敏を含む感覚機能の亢進についてはあまり研究が行われてこなかった。ここで
言う感覚機能の亢進とは「特定の感覚機能が健常者と比べて著しく向上したり、特定の刺激に対
して極端に敏感になる状態」を指す。具体例としては片頭痛やてんかんの患者に見られる光過
敏・音過敏・におい過敏、トライポフォビア（小さな穴の集合体に過剰な不快感を感じる症状）、
てんかんにおける幻覚、片頭痛における幻覚様視覚症状、認知症患者における描画写実性の向上、
ASD（自閉症スペクトラム障害）者における感覚過敏、レビー小体型認知症におけるパレイドリ
ア（壁の模様等が人の顔に見える症状）などが挙げられる。 
脳機能の亢進によって生じる「敏感さ」の多くは見過ごされ、社会的にはネガティブな事象と
して扱われてきた。これらの症状をもつ人々は敏感であるがゆえに日常生活において様々な生
きづらさを感じているものの、なかなか周囲の理解を得られないのが現状である。例えば学校・
職場でのノイズキャンセリングヘッドフォンの利用は最近ではようやく合理的配慮として認め
られつつあるものの、未だに「わがまま」「甘え」と誤解されることも多い。「敏感さ」を科学と
して取り扱うことで、敏感さを能力の一つとして抽出できる可能性があるだけでなく、敏感さを
考慮することによって多くの人にとっても居心地のよい環境を構築できる可能性がある。感覚
機能の亢進に注目することで新たな研究領域が創成され、新たな産業や芸術が生まれ、延いては
教育や就労の現場など人と社会との関わりにも波及することが期待できる。 
研究代表者らは平成 29年度より「課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業 領
域開拓プログラム（日本学術振興会）」の助成の下、「脳機能亢進の神経心理学によって推進する
『共生』人文社会科学」という新しい研究分野の開拓を目指して、研究を推進してきた。ここで
は研究を 3 つの研究フェーズに分け、神経心理学・脳科学的アプローチによる敏感さが生じる
仕組みの解明（フェーズ１）、デザイン学的アプローチによる生きづらさを感じる要因の特定（フ
ェーズ２）、および住みやすい住環境の提案と検証（フェーズ３）のための研究を行ってきた。
さらに、これらの３つのフェーズを繰り返すことによって新たな研究分野を発展させ、敏感な人
とそうでない人がお互いを理解し、能力を発揮しあう「共生」社会づくりを推進してきた。 
 以上の研究成果によって新たな研究分野の樹立という目的はある程度実現することができた
ものの、研究分野の確立にはさらなる研究の推進が必要である。具体的には、敏感さが生じるメ
カニズムをさらに詳しく検討するとともに、デザインによって症状を軽減することが可能かど
うかさらに詳しく検討する必要がある。感覚過敏者とそうでない者が共に快適に過ごせる学習
空間・居住空間のデザインの開発や、感覚過敏者が落ち着きを取り戻すためのスペース（sensory 
room）のデザインの改善も必要である。これらの研究を今後推進していくためには、引き続き
デザイン・心理学・脳科学の研究を進めて行くだけではなく、建築学、障害科学（感覚過敏者の
就学・就労支援）を専門とする研究者を加え、研究の幅を広げていく必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では先導的人文学の内容をさらに発展させ、（１）感覚過敏を引き起こすメカニズ
ムの解明、（２）生きづらさを感じさせる問題の特定、（３）デザインによる問題解決の推進を加
速する。心理学、脳科学、デザイン学、建築学、障害科学など様々な分野の研究者と連携し、当
事者とも交流しながら、研究分野の確立を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）感覚過敏を引き起こすメカニズムの解明 
過敏性が生じるメカニズムを解明するための研究として、視覚的パターンに対する心理的・生
理的反応の時間的変化を定量的に評価する実験を行った [1,2]。実験ではドットパターンを様々
な背景とともに提示し、嫌悪感の強さと瞳孔径を計測した。さらに、社会的な敏感さについての
研究の一環として、ロボットを人間らしいと感じる度合いとロボットに対する不安の関係につ
いての研究も行った[3]。 
また、バブルチューブと呼ばれる液体の中で泡を発生させる装置が感覚過敏の当事者をリラ
ックスさせることが知られていることから、そのメカニズムの研究を行った。泡が様々な速度で
PC画面上を移動する映像を当事者に見せ、当事者が最も心地よいと感じるスピードになるよう
泡の速度を調整させた。同時に、当事者の体内時計の速さも計測し、心地よく感じる泡の速度と
体内時計の速さの相関を求めた[4]。 

MRI を用いた実験では視覚的パターンに対する脳活動を記録した機能的 MRI 実験のデータ
の再分析を試みた。また、fMRI 実験で得られる脳活動や脳部位間の機能的な連携と拡散協調
MRI像(diffusion tensor imaging: DTI)の解析で得られる脳領域間の構造的な神経接続の両面か
ら脳神経ネットワークの状態を解析した[5]。 
（２）生きづらさを感じさせる問題の特定 
当事者どうしの相互理解の研究として、トライポフォビアに悩む人々の SNSでの交流を分析
した[6]。また、日本と中国のデザイン専攻の学生を対象に、感覚過敏の実態と対処方法を比較



するための質問紙調査を行った[7]。 
（３）デザインによる問題解決 
バーチャルリアリティ（VR）を用いた室内空間デザインの評価実験を実施した [8]。VR実験
では感覚過敏の学生とコントロール群の学生が好ましいと感じる壁紙の色と模様を比較した。
さらに、感覚過敏の学生が大学内で休憩するためのスペースを筑波大学内に設置し、評価のため
の研究を行った。中央大学内にも一般大学生向けの sensory roomを設置し、一般大学生におい
て心理的効果を検討した[9]。さらに、日常生活においてデザインやアートが感覚過敏の症状を
和らげる効果を定量的に評価することを目的に、様々なデザインの病院待合室の写真を提示し、
閲覧時の脳波をポータブル脳波計で計測し、待合室のデザインと脳波（α、β、θ波）の関係に
ついて分析した[10]。 
 
４．研究成果 
（１） 感覚過敏を引き起こすメカニズムの解明 
視覚的パターンに対する心理的・生理的反応の時間的変化を定量的に評価する実験では、ドッ
トパターンを人の顔を背景に提示すると嫌悪感が強まることが確認されたが、ドットパターン
と背景の間に奥行きが知覚されると嫌悪感が減少することが示された[1]。また、ドットパター
ンを提示した直後に瞳孔
径は収縮するものの、その
後徐々に拡大していくと
いうアンビバレントな反
応が見られた（右図）。瞳
孔の収縮はドットパター
ンに対する不快感が嫌悪
によるものであることと、
副交感神経が優位に活動
していることを示唆して
いる。瞳孔収縮からの回復
が早く、後の段階で瞳孔が
大きくなるのは、交感神経
と副交感神経の活動のダ
イナミックなバランスに
よるものと考えられる[2]。 
ロボットを人間らしいと感じる度合いとロボットに対する不安の関係についての研究では、
ロボットに対する不安とロボットに人間らしい外観を求める傾向の間に相関が認められた[3]。 

MRI 実験では抑制制御を司る脳部位間の機能的ネットワークと構造的ネットワークの類似性
が認められた。また、安静時のMRI信号変化から実験参加者の知覚パフォーマンスの変化や心
身状態の主観的変化と高い相関関係をもつ安静時脳ネットワークを抽出することが可能である
ことを示す結果を得た[4]。 
泡の動きの実験では、心地よく感じる泡の速度と内受容感覚の正確さの間に有意な相関が認
められた[5]。 
（２） 生きづらさを感じさせる問題の特定 
当事者どうしの相互理解の研究としてトライポフォビアに悩む人々の SNSでの交流を分析し
た。分析の結果、トライポフォビアを理解しようとする少数の専門家と多数の支援者であるアマ
チュアゲートキーパー、管理者による積極的な監視がグループ内の相互信頼の醸成に貢献して
いることが示された[6]。 
本研究は、日本と中国のデザイン専攻の大学生の感覚過敏の実態と対処方法の比較では、日中
両国のデザイン専攻の学生は、モダリティ（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚）特異的感受性の傾
向がほぼ同じであり、いずれも視覚過敏を伴うことが多かった。また、中国人学生は日本人学生
よりも感覚過敏の問題を報告する頻度が 5 つのモダリティのすべてで高く、感覚過敏への対処
方法として、耐えるよりも回避することを好む傾向が認められた[7]。  
（３） デザインによる問題解決 
バーチャルリアリティ（VR）を用いた室内空間デザインの評価実験を実施した（次ページ図）。

VR 実験では感覚過敏の学生とコントロール群の学生で好ましい壁紙の色と模様が異なるので
はなく、感覚過敏の学生における好ましい色と模様の個人差がコントロール群の個人差よりも
大きいことが示唆された[8]。この研究成果に基づき、筑波大学内に設置された sensory roomで
は照明の色などを利用者が毎回自由にカスタマイズできるように設計されている。さらに、中央
大学内に一般大学生向けの sensory roomを設置し、一般大学生において心理的効果を検討した
ところ、特性にかかわらずポジティブな心理的な効果が生じることが主観的・客観的指標におい
て確認された[9]。さらに、個人ごとに好む環境が異なること、その選好の一部に発達特性が関
連していることが確認された。病院待合室のデザインの研究では、アートの要素が多い待合室で
は前頭部にてα波の比率が高まる可能性が示唆された[10]。 

 
 

図．瞳孔径計測の結果（Song and Koyama 2024） 
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図．筑波大学の sensory room （左）と基礎データ収集のために行った VR 実験の概要（右） 
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